
ヤクルトグループは、コーポレートスローガン「人も地球も健康に」のもと、世界の人々の健康で
楽しい生活づくりに貢献するという私たちの使命を実現するべく、「サステナビリティを高めるため
の6つのマテリアリティ（重要課題）」を特定しました。

特定にあたっては部門を横断した検討ワーキンググループを立ち上げ、「ヤクルトグループに
とっての影響度」と「地球と社会の持続可能性にとっての重要度」の2軸でマッピングし、マトリク
ス分析を進めました。IPCC※1やWEF※2 等の報告書も参考にし、さらには外部有識者の協力も
得ました。

今後は、6つのマテリアリティをもとに、戦略および計画を策定しながら、企業理念および「人と
地球の共生社会」の実現を推進し、ヤクルトグループのみならず、地球や社会の持続可能性を高
めていきます。

▪ サステナビリティを高めるための6つのマテリアリティ
コーポレートスローガン「人も地球も健康に」を実現し、サステナビリティを高めていくため

に、バリューチェーンで優先して取り組むべき課題として、社会側面は「イノベーション」「地域
社会との共生」「サプライチェーンマネジメント」を特定しました。また環境側面では、気候変
動シナリオ分析、水リスク分析等も実施し、「気候変動」「プラスチック容器包装」「水」を特定し
ました。

※1 IPCC：Intergovernmental Panel on Climate Change(気候変動に関する政府間パネル)。5〜6年ごとに気候
変動に関する評価報告書を公表している。2018年に発表された「1.5℃特別報告書」では、現在より気温が2℃上昇
した場合の影響を報告し、現在より1.5℃未満の上昇に抑える重要性が指摘された。

※2 WEF：The World Economic Forum（世界経済フォーラム）

マテリアリティ特定プロセス
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健康への情熱・発想は、「世界の人々の健康を守りたい」という創業時の精神にさかのぼります。
ヤクルトは、「私たちは、生命科学の追究を基盤として、世界の人々の健康で楽しい生活づくりに
貢献します。」という企業理念のもと事業活動を行っており、事業活動そのものがSDGs17目標の

「3 すべての人に健康と福祉を」に貢献していると考えます。
ヤクルトの創始者である代田 稔が医学の道を歩みだしたのは1921年。当時の日本は、衛生状態

の悪さから感染症で命を落とす子どもたちが数多くいました。このような環境の中、代田は、病気に
かかってから治療するのではなく、病気にかからないようにする「予防医学」を志し、微生物の研究を
重ね、「乳酸菌 シロタ株」を生み出しました。そして、この乳酸菌を一人でも多くの人に摂取してもらう
ため、有志とともに安価でおいしい乳酸菌飲料として製品化、現在の「ヤクルト」が誕生しました。

ヤクルトの商品は、店頭での販売のほか、もともと創業以来、「宅配」という方法でお届けしてい
ます。この「宅配」は商品をお届けすることに加えて、「予防医学」「健腸長寿」の考え方を「普及」して
いくことや、「真心」「感謝」「人の和」を大切にするといった代田の基本的な考えに根差しています。

人類がこの地球で暮らし続けていくために、2030 年までに達成すべき目標であるSDGsは、
あらゆる貧困をなくすことを最も重要な課題とし、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っ
ています。

ヤクルトの原点となる考え方、そして、人が健康であるためには、環境や社会等、人を取り巻
くすべてのものが健康でなければならないという、コーポレートスローガン「人も地球も健康に」
は、SDGsの目指すところと合致しており、まさに私たちが真摯に取り組むべきものであると考え
ています。ヤクルトは、今後も「人と地球の共生社会」のもと、いつまでも人と地球がともに暮ら
せる社会をつくることを追求していきます。

ヤクルトグループの企業活動はSDGs17目標の達成に広く関わりますが、マテリアリティを踏ま
え、ヤクルトグループと特に関わりが深いSDGs目標は下記8つと捉えています。今後も、ヤクル
トグループ一体となって、SDGs達成に向けた貢献を推進していきます。

ヤクルトグループのSDGsへの考え方
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